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・　外構工事特記仕様書

９ . 工事用水

７ ． 仮設間仕切り

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　）・　準都市計画区域
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Ⅱ　 　 建　 築　 工　 事　 仕　 様

特　 　 　 　 記　 　 　 　 事　 　 　 　 項項　 　 　 　 目章

１ ． 共通仕様

）

Ⅰ　 工  事  概  要

２ 　 工　 事　 場　 所
３ 　 用途地域等

防火地域等（ ・ 　 防火　 　 ・ 　 準防火　 　 ・ 　 指定なし　 　 ・ 　 ２ ２ 条　 ）
その他の地域・ 地区（

４ 　 主　 要　 用　 途
５ 　 敷　 地　 面　 積
６ 　 工 事 の 概 要

㎡

１ 　 工事番号・ 名称

・ ・

<1. 1. 2>

<1. 1. 4>

）
）

）

・
２
　
仮
　
設
　
工
　
事

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）
(CORINS)の登録

４．工事実績情報

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

いう。）による。ただし，「改修標準仕様書」に記載されていない事項は，「公共建築工事標準

なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。
２．特記仕様

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを

適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
３）特記事項に記載の＜　＞、（　）及び［　］内の表示番号は、それぞれ「改修標準仕様書」、

特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印もので構成する。
・　構造特記仕様書
・　解体工事特記仕様書 ・　機械設備工事特記仕様書

・　植栽工事特記仕様書

９　特記仕様書の範囲

※　 Ｃ種・ 　 Ｂ種・ 　 Ａ種

・

・ 　 Ｄ種
・ 　 設けない

 ・ 　

10. 工事用電力

 構内既存の施設　 ・ 　 利用できる（ ※有償　 ・ 無償） 　 　 ※　 利用できない

備品（

・
・

アスファルト の種類　 JI S K2207のJI S表示認証製品　 　 ※３ 種 <3. 2. 2>

<3. 3. 3>

<3. 3. 2><3. 3. 5>
※　 成型伸縮目地（ 天端　 ＥＰＴ ゴム， サイド 　 ブチルゴム製）

※　 カラー
・ 　 シルバー

<3. 4. 3>

・ 　 シルバー

改修工法の種類 施　 工　 箇　 所

<3. 5. 3>

材　 　 　 　 　 　 種
※　 <表3. 8. 3～4>により行う 　  

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

防　　　　　　　露
<3.8.2><表3.8.1><表3.8.3～4>

・　シーリング再充てん工法

・

・ 　 ガラスブロック

<1. 6. 2>

・

分　 類

・ 　 作成しない

　 工　 事　 種　 目
以下の該当工事

<1. 5. 3>

 技能検定職種（技能検定作業）
・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て
・とび（とび作業）
・防水施工（・アスファルト防水工事作業
            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業
            ・合成ゴム系シート防水工事作業
            ・塩化ビニル系シート防水工事作業
            ・セメント系防水工事作業
            ・シーリング防水工事作業
            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
            ・ＦＲＰ防水工事作業           ）

外壁改修工事

建具改修工事

・樹脂接着剤注入施工(樹脂接着剤注入工事作業)

・左官(左官作業)　・タイル張り(タイル張り作業)　

・塗装(建築塗装作業)

                ・鋼製下地工事作業         ）

・塗装（建築塗装作業）

内装改修工事

防水改修工事
仮設工事

 ・　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。
士を配置する。

※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能
単一級技能士を配置する。

<3.5.4><3.9.3><5.10～12.2><5.13.5>(13.2.3)(13.3.3)

風速(ＶO) 　　　※３０　

多雪地域の指定　・有　　・無
・　軽量シャッター

・　オーバーヘッドドア
・　重量シャッター
・　折板屋根葺
・　アルミニウム笠木
・　合成高分子系ルーフィングシート

・　金属板屋根葺

適　　用　　工　　事 建　築　基　準　法　の　指　定
11．建築基準法に
　　よる風圧力等
　　の指定

12．設計ＧＬ

13．施工調査

※　図　示　　　　　・　現状平均地盤高

施工数量調査
調査項目 調 査 範 囲 調査方法 成　　果　　品

<1.5.2>

・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は14．技　能　士

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

・ガラス施工（ガラス工事作業）
・自動ドア施工（自動ドア施工作業）
・内装仕上施工（・プラスチック系床仕上工事作業
                ・カーペット系床仕上作業
                ・木質系床仕上工事作業
                ・ボード仕上工事作業          

・表装（壁装作業）
塗装改修工事
耐震改修工事 ・鉄筋施工(鉄筋組立作業)

・コンクリート圧送施工(コンクリート圧送工事作業)
・型枠施工(型枠工事作業)　　・とび(とび作業)

排水工事
舗装工事

石工事

・ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）
・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）
・石材施工（石張り作業）
・配管（建築配管作業）
・路面表示施工（・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業     ）
・造園（造園工事作業）

・建築板金（内外装板金作業）
・かわらぶき（かわらぶき作業）

屋根及びとい工事

植栽工事

　発注者成果品一覧により作成する。
また、特記がなければ、監督職員と協議し作成する。
 ・　完成原図　　　　　　　　　　　　　　　　１部
 ※　青焼２つ折製本　　　　　　　　　　　　　１部
 ・  青焼Ａ４版折製本（黒表紙金文字入）　　　１部
 ※  青焼縮小（Ａ３版）２つ折製本　　　　　　１部
 ※　完成図面電子データJWW形式又はDXF形式
　　 若しくはPDF形式又はTIFF形式（解像度300DPI程度）　　CD1枚

<1.8.1><1.8.2><1.8.3>15．完成図等

16．完成写真  ※　作成する
 　　完成届に添付する完成写真とは

なお，原版を電子媒体とする場合は，CD等で提出すること。
　 別に次のものを原版（ネガ又は電子媒体）とともに監督職員に提出する。

※カラー
・白黒

※Ｌ
・２Ｌ
・六切り

作成する
※発注者と協議し

撮影箇所数サイズ 部  数

※１部
・  部

・　　箇所    枚 （台紙寸法323×270程度）
※フリーアルバム

ポケット式程度
・工事用アルバムA4版

提出様式

17．設備工事との
取合い

18．火災保険等
保険の種類
保険期間 ※　工事着手から工事目的物引き渡しまで

※　火災保険 ※　建設工事保険
工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。

監督職員の承諾を受ける。
施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して
施工範囲　　各工事の区分表による。

１.仮囲い ※　設ける ・　設けない
仮囲いの位置及び延長は図示による。

２.交通誘導員

　　改修工法
７．シーリング

　　材料の種別
　　及び施工箇所

６．シーリング

８．と　　い

※　<表3.8.5>による。     ・ 
鋼管製といの防露巻き

特記無き限り既存のとい受け金物を使用する。

<3.8.3><表3.8.5>

・　配管用鋼管（ＳＧＰ）
・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・　ブリッジ工法（　　　 　　）
・　拡幅シーリング充てん工法

・　シーリング充てん工法
改修工法の種類

改修工法の種別 <3.1.4><3.7.4～8><表3.1.2>
施　　工　　箇　　所

・カーテンウォール
<表3.7.1>によらない箇所

※　被着体に応じたものとし、<表3.7.1>を標準とする。
・　<表3.7.1>によらない箇所及びシーリング材料 

シ　ー　リ　ン　グ　材　料 

施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型

<3.7.2><表3.7.1>

<3.6.3>

・　シルバー
※　カラー
仕 上 塗 料

<3.1.4><3.6.3><表3.1.1><表3.6.1～2>
施　工　箇　所改修工法の種類新規防水層の種別

・Ｘ－１
・Ｘ－２
・Ｙ－２

改修工法の種別５．塗膜防水

４. 合成高分子系
　　ルーフィング
　　シート防水

仕 上 塗 料
※　カラー

<3.1.4><3.5.3><表3.1.1><表3.5.1～2>

施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない

新規防水層の種別
改修工法の種別

・Ｓ－Ｆ

・ＳＩ－

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型
施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。

・ＡＳＩ－
・ＡＳ－Ｊ
・ＡＳ－Ｔ

新規防水層の種別
改修工法の種別

改修工法の種類 施　工　箇　所 仕 上 塗 料
<3.1.4><3.4.3><表3.1.1><表3.4.1～3>３. 改質アス

　　ファルト
　　シート防水

２．伸縮調整目地

施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない

新規防水層の種別

・Ｅ－１

改 修 工 法 の 種 類

屋内（便所・浴室）

施　工　箇　所
<3.1.4><3.3.3><表3.1.1><表3.3.3～10>改修工法の種別

　　防水
１．アスファルト

12.その他の仮設

11.工事用通路

　 　　　　　　　　　　※ 溶接などの消費電力の大きな機器を除く

・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）
※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）８.監督職員事務所

６．養生 家具の移動
既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管

・　行わない

・　行わない

<2.3.1>

<2.3.2><表2.3.1>

<2.4.1>

・　行う
養生の方法
保管場所

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。

外部足場
内部足場 ※　脚立、足場板等 <2.2.1>

・　Ｃ種・　Ｂ種
・　Ｄ種 ※　Ｅ種

・　Ｅ種
・　Ｂ種 ・　Ｃ種※　Ａ種

※　設ける
・　Ａ種材料の運搬

防護シート

５．足場その他

４.工事表示板 ・　設置しない

３.揚重機械器具  ・　トラッククレーン（　ｔ吊り）×　　　日
 ・　　　　　　　　　（　ｔ吊り）×　　　日

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ
・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・ 有(図示　 　 　 ） 　 ・ 無

）

測定対象物質
※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/ｍ3 ・ 0.08ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/ｍ3 ・ 0.05ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/ｍ3 ・ 0.07ppm）
※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/ｍ3 ・ 0.88ppm）
※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   870μg/ｍ3 ・ 0.20ppm）

※　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの
とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員
の承諾を受ける。

特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
を受ける。

　　２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
　　３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　　　ｂ．接着剤等不使用

・その他の廃棄物（管理型)
受 入 施 設 名 所　在　地　(Km)種　　類

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。

備　　　考

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器 ・　有（数量は図示） [5.4.3]
・　無

・　有（施工範囲は図示） [5.4.4]
・　無

PCB含有シーリング材

PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に
納め、適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員に引き渡す。

吹き付けアスベスト除去工事
アスベストの処理

・有(図示　　　）　・無
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト含有保温材除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト成形板除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

・有(図示　　　）　・無

・有(図示　　　）　・無

ヒ素又はカドミウムボード
ヒ素又はカドミウム含有石膏ボードの処理

次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。
＜対象となる石膏ボード＞

小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に

日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に
製造されたもの

製造されたもの
指定する処分場

【名称：　　　　　　　　　　所在地(km)　　　　　　　　　　】

・　適用する６．電気保安 ※　適用しない

７．事故報告

８．建築材料等 材料の品質等

に，別に指示する「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

<1.4.2>

<1.3.10>

<1.3.3>

環境への配慮
※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，「県有施設のシッ

<1.4.1>

　クハウスマニュアル」に留意し，揮発性有機化合物の放散による健康への
　影響に配慮する。

※　ホルムアルデヒド仕様
　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。
   ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合
   　該当する建築材料
　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  材料使用
　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用
　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  塗料使用

９．室内の空気中

度の測定
の化学物質濃

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定
試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法と

<1.6.9> (1.5.9)

測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製造
所の定める仕様により行う。

測定する室等：（

採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

測定結果等報告書の提出
次の事項を記載した報告書を２部提出する。

　・測定結果
　・試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　完成時から測定日までの日数）
　・試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

・　総揮発性有機化合物の測定

　施設管理者に依頼する。
※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への提示については，

　　性有機化合物測定仕様書による。
　　　測定方法，測定物質及び測定か所等については，末尾に定める総揮発

10．特別な材料の
工法

「改修標準仕様書」及び「標準仕様書」に記載されていない特別な材料の
工法は、当該製品の指定工法とする。

処理等
発生材の処理
・　引渡しを要するもの（
・　特別管理産業廃棄物（

受入れ施設名・所在地(km)
・　現場において再利用を図るもの（
・　再生資源化を図るもの

種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考
・　コンクリート塊
・　アスファルト

コンクリート塊
・　建設発生木材
・  コンクリートか

ら成る建設資材

・その他の廃棄物（安定型)
受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考種　　類

・　適用しない

契約締結後及び工事完成後の10日以内に登録手続きを行い、工事カルテ
の受領書を、監督職員に提出すること。

受注時、変更時及び工事完成時にあらかじめ監督職員の確認を受け、

工事工期より　　　　　　　　　　　日前３．概成工期

５．発生材の

２．適用基準等
・　工事写真の撮り方<建築編> 第２編 工事写真の撮り方（国土交通省大臣
　　官房官庁営繕部監修）

職員に提出すること。
調査範囲　　※　図示

状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督
・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の
・　施工体系図を現場に掲示すること。

の円滑な進捗をはかること。
・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事

上、指示に従うこと。
・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の１．一般事項

「標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・　電気設備工事特記仕様書

「公共建築改修工事標準仕様書(平成31年版）[令和元年6月改定]」（以下、「改修標準仕様書」と

仕様書（平成31年版）[令和元年5月改定]」(以下「標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事
共通仕様書(令和2年版）」（以下「解体共通仕様書」という。）による。

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成31年版）

<1.3.12>

・万能鋼板（H=2.0）　・波形鉄板（H=　　）　・単管シート（H=　　）

<表2.2.1>

・Ｓ－Ｍ

未設定

・シートゲート（H=4.5，W=6.0）×　1箇所

34

・

2階ｱｸﾃｨﾌﾞｴﾘｱ・ﾍﾞﾋﾞｰｴﾘｱ・おむつ替え室
1階平田支所・子供図書館・カフェスペース

・　配置する（　　　×　　人　＝　　　人日）　　※　配置しない

・　行う(　　　人工見込む)10

・ 　 設ける(図示)

８ 　 そ　 　 の　 　 他

受注者は必要に応じて、住民説明会への参加及び説明の協力をすること。
・住民説明会について

７ 　 別　 途　 工　 事

date design draw checkscale

A3→70％ 　
２

一級建築士213675号

古川　冨士雄
　

　

０ ０ １

-

建築工事

床・壁・天井・ブース改修

・カラーコーン

 ※　指定しない　　・　指定する（監理者協議）

５２０

日新中学校体育館トイレ改修工事

男子トイレ

中学校

日新中学校体育館トイレ改修工事

海津市海津町高須531-1

電気設備工事
コンセント取付け

LED照明改修

機械設備工事

換気扇改修

小便器-5改修

和便器-2改修

洋便器-1改修

床・壁・天井・ブース改修女子トイレ コンセント取付け 和便器-2改修

換気扇改修

洋便器-1取外し再設置

SK-1取外し再設置

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

・工事中外部トイレを利用する案内表示を行う。

※　設置する（設置枚数　　2枚）

手摺-2改修

手摺-1改修

手摺-2改修

手摺-1改修

ピクトサイン改修

扉改修

ピクトサイン改修

扉改修

A2→1/1



５
　
　
建
　
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
　
修
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

建築改修工事特記仕様書２

４
　
外
　
　
　
壁
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

３
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

４
　
外
　
　
　
壁
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

５
　
　
建
　
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
　
修
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

11．重量

・　モルタル塗り仕上げ <4.4.4><4.4.8～15>

改修

標準型鋼製軽量建具 ※　使用する ・　使用しない

標準型鋼製軽量建具の小窓枠，がらり ※　鋼製 ・　アルミ製

・

<5.5.6>

<5.6.2>

簡易気密型ドアセット

戸の鋼板

※　使用する(適用箇所は図示による)
気密性 ※　Ａ－３ ・

・　使用しない

<5.5.2～4><表5.5.1>

・　カラー鋼板・　ビニル被覆鋼板※　亜鉛めっき鋼板

９．ルーフ
　　ドレイン

10．アルミニウム
　　製笠木

※　鋳鉄製
※　縦型 ・　横型

<3.8.2><表3.8.2>

部材の種類 <3.9.2><表3.9.1>
・　押出　２５０形 ・　押出　３００形 ・　押出　３５０形
・　板材折曲げ形
付属部品の材料、角各部並びに突当り部等の役物は、笠木本体製作所の

仕様による。

<3.9.2><表5.2.2>
※　Ｂ－１種 ・　Ｂ－２種

11．防水保証
フィングシート防水の保証期間は、引渡しの日から10年間とし、メーカー
・施工業者との連名の上、保証書を提出する。

塗膜防水及びケイ酸質系塗布防水については、メーカー・施工業者が
通常定めている期間とし、保証書を作成し提出する。

１．ひび割れ部 ・　コンクリート打放し仕上げ <4.3.4～6>
工　　　　法 材　　　　料 延べ長さ

(ｍ)
ひび割れの幅

(mm)

・　モルタル塗り仕上げ
工　　　　法 材　　　　料 延べ長さ

(ｍ)
ひび割れの幅

(mm)

・　タイル張り仕上げ <4.5.5～8><4.5.16>
材　　　　料 延べ長さ

(ｍ)
ひび割れの幅

(mm)
工　　　　法

・　タイル部分
張替え工法

改修工法
・　目地ひび割れ

・　樹脂注入工法 <4.3.4(c)>

コアの抜取り検査 ・　行う　　　　※　行わない <4.3.4(f)>

２．欠損部改修 ・　コンクリート打放し仕上げ <4.3.7>
工　　　法 材　　　　料 延べ面積(㎡)平均深さ(mm)

・　モルタル塗り仕上げ <4.4.8～9>
材　　　　料 延べ面積(㎡)平均深さ(mm)工　　　法

・　タイル張り仕上げ <4.5.7～8>
材　　　　料工　　　法 平均深さ(mm) 延べ面積(㎡)

３．浮き部改修
注入口

一般部
指定部

一般部
指定部

１箇所
の面積
(㎡)

浮き代
(mm) (本/㎡) (箇/㎡) (㎡)

延べ面積
工　　　　法

アンカーピン

一般部
指定部

・アンカーピンニング部分
エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面
エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面
ポリマーセメント
スラリー注入工法

・注入口付アンカーピン
ニング部分エポキシ
樹脂注入工法

・注入口付アンカーピン
ニング全面エポキシ
樹脂注入工法

・注入口付アンカーピン
ニング全面ポリマー
セメントスラリー
注入工法

・充てん工法

・モルタル塗替え工法

0.25

0.25

0.25

0.25

0.25

未満

以上

以上

未満

以上

以上
0.25

0.25
未満

越える

以下

越える

以下
1.0

1.0を

1.0

1.0を

※16　・　　
※25　・　
※13　・　
※20　・　

※13　・　 ※12　・　

※20　・　※20　・　

※12　・　
※20　・　

※ 9　・　

※16　・　

※ 9　・　

※16　・　

※ 9　・　

※16　・　

※ 9　・　 ※ 9　・　

※16　・　 ※16　・　

・　タイル張り仕上げ <4.5.4><4.5.7～15>

一般部
指定部

一般部
指定部

工　　　　法
一般部
指定部

アンカーピン１箇所
の面積
(㎡)

浮き代
(mm) (本/㎡)

注入口 延べ面積
(箇/㎡) (㎡)

0.25

0.25

0.25

0.25

0.25

0.25

0.25

未満

以上

以上

未満

以上

以上

未満

越える

以下

越える

以下
1.0

1.0を

1.0

1.0を

※16　・　
※25　・　
※13　・　
※20　・　

※13　・　

※20　・　

※ 9　・　

※16　・　

※ 9　・　

※16　・　

※ 9　・　

※16　・　

※12　・　
※20　・　

※12　・　

※20　・　

※ 9　・　

※16　・　

※ 9　・　

※16　・　

エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面
エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面
ポリマーセメント
スラリー注入工法

・注入口付アンカーピン
ニング部分エポキシ
樹脂注入工法

・注入口付アンカーピン
ニング全面エポキシ
樹脂注入工法

・注入口付アンカーピン
ニング全面ポリマー
セメントスラリー
注入工法

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

アンカーピンの材質 <4.2.2>
※　<4.2.2(e)(f)>による。

アンカーピン固定用エポキシ樹脂 <4.2.2(e)(f)>
※　JIS A6024のJIS表示認証製品　　　※硬質　高粘度形

注入用エポキシ樹脂
※　JIS A6024のJIS表示認証製品

タイルの種類　JIS A 5209のJIS表示認証製品 <4.2.2><4.5.8>
備　考

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

施工箇所 形状寸法(mm)
うわぐすり 役物 色
施

ゆう
無

ゆう
有 無 標準 注文

再生材
利用

タイル

※セメントモルタルによるタイル張替え工法
　　<表4.5.4>により、小口タイル以上二丁掛け以下は密着張りとする。
・有機系接着剤によるタイル張替え工法　<表4.5.5>による。

　　外壁
５．塗り仕上げ

４．タイル張り

・薄付け
規格名称

・

種類(呼び名)

・厚付け

・

・防水形

・防水形

・

・外装薄塗材E

・外装厚塗材C
・外装厚塗材E

・複層塗材CE

・複層塗材RS

・複層塗材Si

複層塗材E

複層塗材RS

仕上の形状

・ゆず肌
・凸部処理
・凸凹模様

・ローラー

※吹付け
・こて

・ローラー
溶剤

※水系 ・溶剤系
・弱溶剤系

外観
※つやあり
・メタリック

樹脂
※アクリル系
・シリカ系
・ポリウレタン系

シリコン系改修用
仕上塗材

※可とう形
改修塗材E

・可とう形
改修塗材RE

・可とう形
改修塗材CE

※ゆず肌
・さざ波 ・ローラー

※吹付け

・フッ素系

(可とう形改修用
塗材の場合)

※アクリル

・軽量骨材
仕上塗材

・吹付用
軽量塗材

・こて塗用
軽量塗材

・吹付け

上塗り材
・砂壁状

仕上塗材

仕上塗材

仕上塗材

・砂壁状

・複層
※複層塗材E

・複層塗材RE

※可とう形

・

・吹付け

・こて塗り・平たん状

工　法
・吹付け

・

仕上塗材の耐候性　　　※　耐候形１種　（可とう形改修塗材の場合）
・　耐候形２種
※　耐候形３種　（可とう形改修塗材以外の場合)

※　シール工法

※　樹脂注入工法

※　Ｕカットシール
材充てん工法

※　パテ状エポキシ樹脂
・　可とう性エポキシ樹脂
※　硬質形エポキシ樹脂
・　軟質形エポキシ樹脂

０.２未満

０.２～０.３未満
０.３～０.５未満
０.５～１.０未満
０.２～０.３未満
０.３～０.５未満
０.５～１.０未満

※　可とう性エポキシ樹脂

・　シーリング材ＰＵ－２
・　可とう性エポキシ樹脂

１.０～１.５未満
１.５～２.０未満
　　 ～ 　　未満

※　シール工法

※　樹脂注入工法

※　Ｕカットシール
材充てん工法

※　パテ状エポキシ樹脂
・　可とう性エポキシ樹脂
※　硬質形エポキシ樹脂
・　軟質形エポキシ樹脂

※　可とう性エポキシ樹脂

・　シーリング材ＰＵ－２
・　可とう性エポキシ樹脂

０.２未満

０.２～０.３未満
０.３～０.５未満
０.５～１.０未満
０.２～０.３未満
０.３～０.５未満
０.５～１.０未満
１.０～１.５未満
１.５～２.０未満
　　 ～ 　　未満

※　シール工法

※　樹脂注入工法

※　タイル貼り
除去後

・Ｕカットシール
材充てん工法

・樹脂注入工法の
上タイル
張替え工法

※　パテ状エポキシ樹脂
・　可とう性エポキシ樹脂
※　硬質形エポキシ樹脂
・　軟質形エポキシ樹脂

※　可とう性エポキシ樹脂

・　シーリング材ＰＵ－２
・　可とう性エポキシ樹脂

・　ポリマーセメント
モルタル

・　エポキシ樹脂

０.２未満

０.２～０.３未満
０.３～０.５未満
０.５～１.０未満
０.２～０.３未満
０.３～０.５未満
０.５～１.０未満
１.０～１.５未満
１.５～２.０未満
　　 ～ 　　未満

ひび割れの幅　(mm)
注入孔の間隔　(mm)
注　 入　 量　(cc/m)

０.２～０.３未満
２００程度

０.３～０.５未満
３００程度

０.５～１.０以下
３００程度

※　充てん工法 エポキシ樹脂モルタル

ポリマーセメント
モルタル

２０～３０未満
３０～４０未満
　５～１０未満
１０～１５未満
１５～２０未満

※　充てん工法 エポキシ樹脂モルタル

ポリマーセメント
モルタル

・　モルタル
塗替え工法

・<表4.4.1>による

・ポリマーセメント
モルタル

２０～３０未満
３０～４０未満
　５～１０未満
１０～１５未満
１５～２０未満
　　　２０程度
ﾗｽ下地２５程度

※　タイル部分
張替え工法

・　タイル
張替え工法

エポキシ樹脂モルタル

ポリマーセメント
モルタル

２０～３０未満
３０～４０未満
１０～１５未満
１５～２０未満
　　～

６．壁仕上げ既存
　　塗膜等の除去
　　及び下地処理

<4.6.3>
処　　　理　　　範　　　囲塗膜の劣化部の除去工法

・　サンダー工法
※　高圧水洗工法

・　水洗い工法
・　塗膜はく離剤工法

※　既存仕上面全体
・　図示

１．一般事項 改修工法 <5.1.3>
・　かぶせ工法 ・　撤去工法

新規建具周囲の補修方法及び範囲は図示による。

見本の作成等
製　作
仮　組

※　行わない
※　行わない

防犯建物部品 ※　使用しない <5.1.7>

２．アルミニウム
製建具

外部に面する建具 <5.2.2><5.2.4><表5.2.1>
種　　　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法(mm)
・　Ａ　種

・　Ｂ　種

・　Ｃ　種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

Ａ－３

Ａ－４

Ｗ－４

Ｗ－５

７０（引違い，片引き，上げ下げ窓
で複層ガラスを使用する時に
性能が確保できない場合は、
１００）

※１００　　・　

※　適用箇所は図示による

表面処理 外部に面する建具
内 部 建 具

※　Ｂ－１種
※　Ｃ－１種

・　Ｂ－２種
・　Ｃ－２種

Ｂ－２種，Ｃ－２種の場合 ・ブロンズカラー（※標準色　　・濃色)
・ステンカラー

防音ドアセット，防音サッシ ・　適用する（適用範囲は図示による）
※　適用しない

適用する場合の遮音性の等級 ・　Ｔ－１ ・　Ｔ－２ ・　Ｔ－３

断熱ドアセット，断熱サッシ ・　適用する（適用範囲は図示による）
※　適用しない

適用する場合の断熱性の等級 ・　Ｈ－２ ・　Ｈ－３

耐震ドアセット，耐震サッシ ・　適用する（適用範囲は図示による）
※　適用しない

適用する場合の面内変形
追随性の等級

・　Ｄ－１ ・　Ｄ－２

３．網戸 使用方法による区分 ※外面納まりの可動式
・内部納まりの開き式

<5.2.3>

防虫網（線径0.25mm　網目16-18メッシュ）
・ガラス繊維入り合成樹脂 ・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS 316) ※合成樹脂

防鳥網 ※ステンレス（SUS304）線径1.5mm　ピッチ15mm

４．樹脂製建具 外部に面する建具性能等級等 <5.3.2><表5.3.1>
種　　　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法(mm)

・　Ａ　種
・　Ｂ　種
・　Ｃ　種

Ｓ－４
Ｓ－５
Ｓ－６

Ａ－４
Ｗ－４

Ｗ－５
※建具表による

※　適用箇所は図示による

防音ドアセット，防音サッシ　　　　　　　　　　　　         　<表5.3.2>
・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない
適用する場合の遮音性の等級 ・　Ｔ－Ａ種　　・　Ｔ－Ｂ種

断熱ドアセット，断熱サッシ　　　　　　　　　　　　　　　　 　<表5.3.3>
・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない
適用する場合の断熱性の等級　・　Ｈ－Ａ種　　・　Ｈ－Ｂ種

表面色　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 <5.3.4>
・標準色（白）　　・特注色（・黒　・ブラウン　・シルバー）

鋼板の曲げ加工 ※　普通曲げ ・　かど出し曲げ <5.6.5>

表面処理 ※　ＨＬ <5.6.4>

外部に面する建具の耐風圧性 ※　Ｓ－４ ・　Ｓ－５

・　使用しない
水密性 ※　Ｗ－１ ・
気密性 ※　Ａ－３ ・

※　使用する（適用範囲は図示とする）
簡易気密型ドアセット７．ステンレス製

建具

標準型鋼製建具 ※　使用する ・　使用しない <5.4.6>

簡易気密型ドアセット５．鋼製建具 <5.4.2><5.4.4><表5.4.2>
※　使用する（適用範囲は図示とする）

気密性 ※　Ａ－３ ・
水密性 ※　Ｗ－１ ・

・　使用しない

外部に面する建具の耐風圧性 ※　Ｓ－４ ・　Ｓ－５

鋼　　板 <5.4.3>
　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

・溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

建具寸法が<5.4.4(a)>を超える又は図示された建具に使用する鋼板類の厚さ

上記以外

窓
出入口

枠類
枠類
戸

使用箇所 厚さ　(mm)区　　分
枠，方立，無目
一般部分
中骨

<表5.4.2>に同じ
2.3
2.3
<表5.4.2>に同じ

８．木製建具 (16.7.2～4)
建具材の加工、組立時の含水率　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種
かまち戸の樹種 かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度
ふすまの上張り ※　新鳥の子程度又はビニル紙程度
ふすまの種類 ※　戸ふすま 工法（・　在来型　・　チップ型）

９．建具用金物 <5.7.2><表5.7.1>

本締り付きモノロック

シリンダー本締り錠

金　物　の　種　類 型　　　式 製　造　所
シリンダー箱錠

モノロック

ドアクローザー
フロアヒンジ
ヒンジクローザー
ピボットヒンジ
レバーハンドル 錠前類と同一製造所

JIS表示認証製品
ピボット形

レバー長さ　L=130程度

グレモン錠

あおり止め付き戸あたり
標準型鋼製建具及び標準型軽量鋼製建具(準標準型共)のドアクローザー、
シリンダー箱錠は公共工事標準型とする。
握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント取付位置は、建具表による。

マスターキーの作成 ・　要 ・　不要　　　　　　　　　　　<5.7.4>
・　不要(既存マスターキーで施解錠可能とする。）

10．自動ドア
　　開閉装置

性能 ・　スライディングドア <5.8.2><表5.8.1～2>
・　スイングドア

センサーの種類 ・　光線式（反射）スイッチ <5.8.3><表5.8.3>
・　マットスイッチ式
・　タッチスイッチ
・
　※　センサーの種類によらず補助センサ－併用とする

凍結防止装置
全半開装置

・　要 ※　不要
※　設ける（半開幅＝　　　　　　　　　）
・　設けない

<5.10.2><表5.10.1>
　　シャッター

・　一般シャッター ※　上部電動式
・　設けない
※　設ける

(手動併用)
・　上部手動式

(手動併用)
※　上部電動式※　設ける

・
・　防火シャッター

障害物感知装置

※　設ける
・　設けない
障害物感知装置

(自動閉鎖型)

(自動閉鎖型)を
設ける。

種　　類
シャッター
ケース

耐風圧
開閉方式 保護装置

・　外壁用
・　屋内用

強度

建具表
及び
図示
による

・　防煙シャッター

<5.11.2～4><表5.11.1>

※　手動式

・　上部電動式
(手動併用)

耐風圧

※　設ける

シャッター
ケース

・　設けない

※　インター
ロッキング型

※　オーバー
ラッピング型

障害物感知装置

※　設ける
・　設けない

(自動閉鎖型)

保護装置
形状
スラットの

開閉形式
強度
建具表
及び
図示
による

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)
　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
スラット及びシャッターケース用鋼板 <5.10.3>

・塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)
　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)
スラットの材質 <5.11.3>

<5.12.2～3>
ガイドレール収納形式開閉方式

鋼板
・　ステンレス

メッキ鋼板

耐風圧性能
※　溶融亜鉛

・１２５
・１００
・　７５
・　５０

カル形
・　バーチ

リフト形
・　ハイ

ヘッド形
・　ロー

ダード形
※　スタン

・　電動式
・　チェーン式
※　バランス式

材　　　質

グラスタイプ

タイプ

タイプ

・ファイバー

・アルミニウム

※スチール

(JIS A4715
による強さ
の区分)

保護装置
障害物感知装置 ※　設ける ・　設けない

※　外部の建具に使用するガラスは、建築基準法に基づく耐風圧性能を
有すること。

※　ガラスの材料、厚さ、それぞれの種類等は建具表及び図示による。
合わせガラスの特性

・　Ⅰ類 ・　Ⅱ－１類 ・　Ⅱ－２類 ・　Ⅲ類
強化ガラスの特性

・　Ⅰ類 ・　Ⅲ類

熱線吸収板ガラス
性能 ・　１類 ・　２類
色調 ・　ブルー ・　グレー ・　ブロンズ

複層ガラス
性能 ・　１種 ・　２種

・　３種　（・　Ｕ３－１　　・Ｕ３－２）
・　４種 ・　５種

※　Ⅲ類
封止の加速耐久性による区分

熱線反射ガラス
日射遮へい性 ・　１種 ・　２種 ・　３種
耐久性
色調 ・　ブルー

・　Ａ類 ・　Ｂ類
・　グレー ・　ブロンズ

・　シルバー
反射皮膜 ・　内側 ・　外側
映像調整 ・　行う ・　行わない

13．オーバー
　　ヘッドドア

12．軽量
　　シャッター

14．ガラス

※　既製調合目地材

・アンカーピンニング部分

<5.1.5>

<4.1.5><4.2.2(10)><表4.2.4～5>

<4.4.2～7>

　978.4

　203.6

　 21.6

　363.2

６．鋼製軽量建具

<5.13.2><5.13.3><図5.13.1>

既設合わせ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　アスファルト防水、改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー
・　行う（　　　）
・　行う（　　　）

・　使用する（　　　）

一級建築士213675号
２ 　

古川　冨士雄 　

scale date design draw check

A3→70％

０ ０ ２５２０ 日新中学校体育館トイレ改修工事 A2→1/1



・置き敷きタイプ（ダイケン和紙畳　清流銀白色程度）

・防炎仕様

建築改修工事特記仕様書３

５
　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

７
　
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

<6.5.5>薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理８．防腐・防蟻

・

適　　　　　　用　　　　　　箇　　　　　　所

14．ガラス ガラスの留め材
※　シーリング ・　ガスケット（可動アルミ製建具に限る）

防火戸のガラスの留め材は建築基準法の認定を受けたシーリング材
とする。

合わせガラス及び倍強度ガラスの溝幅は図示による。

複層ガラスの保証期間は引き渡し日から１０年間とし、メーカー保証書
を提出する。

15．ガラス
　　ブロック
　　（中空）

<5.13.5>

長方形

正方形

表面形状 モジュール呼び寸法
による区分（長さ×高さ） 厚さによる区分

・　　８０
・　　９５
・　１２５・　３２０×１６０

・　３２０×３２０・　２００×２００
・　２５０×１２５

・　１６０×１６０・　１２５×１２５
(JIS A5212)

品質等
ガラスの種別

・　一般ガラス
・　乳白カラス
・　カラーガラス
・　熱線反射ガラス

・　無
・　有

柄
・　白
・　グレー

・　アルミニウム製
（表面処理　　　）

・　ステンレス製
（表面仕上　　　）

金　属　枠

（　　　分間）
・　有
・　規定しない

耐火性能目地色

１．改修範囲 既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲 <6.1.3>
※　壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。
・　図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲
※　壁面より両側６００ｍｍ程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。
・　図示の範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修
※　既存のまま
・　図示の範囲

２．既存床の撤去
・下地補修

合成樹脂塗床の除去方法
・　目荒工法 ・　機械的除去工法

３．改修後の ・　当該室全体 ・　図示の範囲
床の清掃範囲

４．既存壁の撤去 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修方法
・下地補修 ※　<4.4.9>による ・（　　　　　　　）

５．木　材 表面仕上げの程度 ・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種
含水率 下地材 ※　Ａ種　　・　Ｂ種

造作材 ※　Ａ種　　・　Ｂ種

造作材の材面の品質 ※　Ａ種　　・　Ｂ種

代用樹種を使用しない箇所
※　なし ・　あり（ ） <表6.5.4>

６．集成材 造作用集成材は<6.5.2(c)(ii)>による <6.5.2>

単材の樹種
単材の厚さ(mm)

等　　　級
見 付 け 材 面

・　２等※　１等

１０～１５

ＪＡＳによる集成材 そ　の　他
※　ＪＡＳ集成材１等同等

１０～１５

７．床張り用合板 床下貼り用合板 (12.2.1)
※　JASの構造用合板　特類　２等以上　C－D以上
・　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

・防虫処理 　適用部位（　　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４
薬剤の加圧注入処理を行ったのち、現場における加工、切断、孔あけ等を
を行った箇所は、現場にて薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理を行う。

防虫処理
　ラワン材　保存処理性能区分　※Ｋ１

９．軽量鉄骨天井 野縁などの種類 <6.6.2><表6.6.1>
下地材 屋内 ※　１９型 ・　２５型（室名：　　　　　　　　　　）

屋外 ・　１９型 ※　２５型

インサート <6.6.4(a)>
・　既存インサートを使用する ・　あと施工アンカーを設ける

あと施工アンカーの引抜き試験 <6.6.4(a)>
・　行う ※　行わない

耐震性を考慮した補強 <6.6.4(j)>
※　行わない ・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

耐風圧性を考慮した補強（ピロティ、屋外軒天井等） <6.6.4(k)>
※　行わない ・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

10．軽量鉄骨 <6.7.3><表6.7.1>
壁下地材 スタッド，ランナーなどの種類は<表6.7.1>による。

11．体育館の ※　JIS A 6519のJIS表示認証製品
鋼製床下地

12．ビニル床 JIS A5705のJIS表示認証製品 <6.8.2><6.8.3>
シート張り

※熱溶接
記号

・突付け
※　2.0
・　2.5

厚さ(mm)色　柄
※無地
・マーブル
・ ・ ・ ・

工法
・帯電防止
特殊機能

あるもの

ないもの
※　発泡層の

種　　類

・ＴＳ
※ＦＳ

・ＨＳ
・ＫＳ

・耐動荷重

14．ビニル床
　　タイル･ビニル
　　床シートの
　　特殊機能

帯電防止 <6.8.2>
・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）1.2～3.1程度

又は耐電圧（JIS L 1023)3kV以下
・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）3.2～5.1程度

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10^10オーム未満
・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）5.2以上

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10^7オーム未満

耐動荷重
JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離
強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の
試験後異常がないこと。

15．視覚障害者用
　　床タイル

<6.8.2>
材　　　　　　　　　質

・　塩化ビニル系 ・　せっ器質タイル系 ３００×３００
寸　法（mm）

16．ビニル幅木

17．カーペット
　　敷き

材　種
高　さ（mm）
厚　さ（mm）

※　軟質 ・　硬質 ・　溶接 <6.8.2>
・　６０ ※　７５ ・　１００
・　１．５ ※　２.０

・　タフテッドカーペット <6.9.3～4><表6.9.2>
施工箇所 パイル形状 パイル長さ 品　質

※全面接着工法
・グリッパー工法 による

工　　　法
（mm）

・　タイルカーペット

仕様による
製造所の

パイル形状施工箇所 種　類
※第１種
・第２種 ・カットパイル

※ループパイル
総厚さ

帯 電 性

帯電性

・ ・

寸　法
※500×500
・

※　6.5
・

・<6.9.3(b)>

<6.9.3～4><表6.9.2>

18．合成樹脂塗床 材料の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<6.10.2>
　・　厚膜型塗床材
　　　・　弾性ウレタン樹脂系塗床材
　　　・　エポキシ樹脂系塗床材
　・　薄膜型塗床材（エポキシ樹脂系塗床材）

仕上の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<6.10.3>
　・　平滑仕上げ　　・　防滑仕上げ

19．フローリング
　　張り

・単層フローリング <6.11.2～6><表6.11.1～6>

・　フローリング
ボード

・　フローリング

幅　７５
長さ500以上
303×303

ワニス塗り

・

・オイルステン
塗りの上
ワックス

・生地のまま
ワックス

・既塗装品

樹種 厚さ(mm) 塗装

※ナラ

※ナラ

・

・モルタル
埋込み工法

※ウレタン樹脂※１５

※１５
・

・

・

・

パーケット
・　モザイク

・

ブロック

・ ・

・６ ・８ ・９※ナラ

・接着工法

・接着工法
・接着工法

・釘止め工法
工　法種　別

・複合フローリング

※　複合１種
フローリング

・　複合２種
フローリング

・　複合３種
フローリング

・釘止め工法
ワニス塗り

・オイルステン
塗りの上
ワックス

・生地のまま
ワックス

・既塗装品
・　大型積層

フローリング
・特殊張り

工法
(体育館床)

種　別 樹種 工法 塗装種別 防湿処理

・

・サクラ
※ナラ

・ヒノキ

・行う
※行わ

ない

・Ａ種
・Ｂ種
※Ｃ種

・接着工法
※ウレタン樹脂

・行う・ナラ
・サクラ
・

・
・行わ

ない

畳の種別 ・　Ａ種 ・　Ｂ種 <6.12.2><表6.12.1>
※　Ｃ種 ・　Ｄ種（　　　　　　）

<6.13.2～3><表6.13.1><表6.13.5>

けい酸カルシウム板
(繊維強化セメント板)

種類又は記号
壁

種別など 厚　　さ（mm） 規格番号
JIS A 5430
(タイプ2)

22．遮音シール材

23．壁紙張り

25．セルフレベ
　　リング材塗り

・アクリル系シーリング材 ※　ジョイントコンパウンド <6.13.2>

<6.14.2>

施　工　箇　所
・不燃

・その他
・その他

・その他
・その他

・準不燃
・準不燃

・準不燃
・準不燃

・不燃
・不燃
・不燃

品　　　質 防　火　種　別

タイルの種類　JIS A 5209のJIS表示認証製品 <6.16.3>
備　考

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

施工箇所 形状寸法(mm)

内装タイルの工法
・　改良積上げ張り 施工箇所（　　　　　　　）

<6.16.3～4>

・　接着剤張り 施工箇所（　　　　　　　）

種別
塗厚

・　石こう系 ・　セメント系 <6.17.2～3>
※　10mm

うわぐすり 役物 色

ゆう ゆう
施 無 有 無 標準 注文

再生材
利用

タイル

１．防火材料

２．錆止め
　　塗料塗り

３．合成樹脂調合
　　ペイント塗り
　　（ＳＯＰ）

４．合成樹脂
　　エマルション
　　ペイント塗り
　　（ＥＰ）

<7.1.3>
※　屋内の壁及び天井の仕上げは、建築基準法に基づく基材同等の認定表示の

あるものとする。
・　次の箇所を除き防火材料とする。　（ ）

<7.3.2～3><表7.2.2～3><表7.3.1～4>

鉄鋼面

亜鉛めっき
鋼面

新　規

新　規
塗替え

種　別
※RA種 ・RB種 ・RC種

・RA種 ・RB種 ※RC種
※RA種 ・RB種 ・RC種

塗替え ・A種 ・B種 ※C種
※A種 ・B種 ・C種
・A種 ・B種 ※C種
・A種 ・B種 ※C種・RA種 ※RB種 ・RC種

塗料種別

新規建具

下　地　調　整

・RA種 ※RB種 ・RC種

下　　地 塗 装 種 別
※A種(見え掛かり)
※B種(見え隠れ)

※A種
※B種

※A種
※C種

・B種

<7.2.2～4><7.4.2～5><表7.2.1～3><表7.4.1～3>

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき
鋼面

種　別
・RA種 ※RB種 ・RC種

塗料種別

・RA種 ※RB種 ・RC種 ・A種 ※B種 ・C種

新　規

塗替え

下　地　調　整 塗 装 種 別

新　規 ・A種 ※B種 ・C種
塗替え ・A種 ※B種 ・C種

※A種 ・B種 ・C種
新　規 ・A種 ※B種 ・C種
塗替え

建具塗替

下　　地

・A種 ※B種 ・C種

※1種※A種(外部) 
※B種(内部) ・C種 ・2種

※1種
・2種

※1種
・2種

※RA種 ・RB種 ・RC種
・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種
※RA種 ・RB種 ・RC種
・RA種 ※RB種 ・RC種

<7.2.5～7><7.10.2><表7.2.4～7><表7.10.1>

モルタル面
プラスター面
石こうボード
その他の
ボード等の面

下　　地 種　別 下　地　調　整 塗 装 種 別 塗料種別
新　規

新　規
塗替え
新　規
塗替え

塗替え

セメント板面
押出成形

ＡＬＣパネル
面

面
コンクリート

・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種
・RA種 ※RB種 ・RC種

・A種 ※B種 ・C種

※A種 ・B種 ・C種

※A種 ・B種 ・C種
・A種 ※B種 ・C種

・A種 ※B種 ・C種

※RA種 ・RB種 ・RC種 ※A種 ・B種 ・C種 ※1種

※RA種 ・RB種 ・RC種

※1種

※1種
※RA種(継目処理工法)
※RB種(その他)・RC種

１．鉄筋の種類

２．溶接金網

３．鉄筋の継手

４．柱の帯筋

５．圧接完了後の
　　抜取試験

<8.2.1><表8.2.1>

※　JIS G 3551のJIS表示認証製品
線径(㎜)　6.0　×　網目(㎜)　100

<8.2.2>

使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

径 19 mm 以上　　※ ガス圧接　　　・ 重ね継手

・ 図示

試験方法　　※　超音波探傷試験　　　・　引張り試験

<8.3.4>

<8.3.8>

鉄筋コンクリート用棒鋼 ※　ＳＤ２９５Ａ
※　ＳＤ３４５

※　Ｄ１６以下
※　Ｄ１９以上

種類の記号規　格　名　称 径(mm)
・
・

１．設計基準強度

２．レディー
　　ミクスト
　　コンクリート

３．打放し
　　仕上げの種別

４．セメントの
　　種類

５．骨　材

６．混和材料

７．軽量
　　コンクリート

普通コンクリート（Ｎ/mm2） <8.1.3>

類別　　　※　Ⅰ類　　・　Ⅱ類 <8.1.3><表8.1.1>

<8.1.4><表8.1.3>

※　普通ボルトランドセメント又は混合セメントのＡ種 <8.2.5>

細骨材の塩分含有量（NaCl換算）　　　※　0.04　％wt 以下 <8.2.5>

混和剤　　　※ AE剤又はAE減水剤標準形Ⅰ種 <8.2.5>

<8.9.1><表8.9.1>

設計基準強度
※　２１

適　　用　　箇　　所

適　　用　　箇　　所種　　別

※　Ｂ種
・　Ａ種

・　Ｃ種

適　　用　　箇　　所種　　別 気乾単位容積質量(t/m3)

８．無筋
　　コンクリート

９．グラウト材

10．柱底等の
　　均しモルタル

11．型　枠

12．コンクリート
　　の打込み工法

　　撤去

適用箇所は(6.14.1)によるほか、下記による。 (6.14.1)

無収縮グラウト材は、製造所で調合された材料を使用する。 <8.2.11>
圧縮強度(N/mm2)　　：３０以上

乾燥収縮(×１０－4）：０
コンシステンシーＪ14 ：ロート値(秒)　６～１０

無収縮モルタル材 ・　使用する ・　使用しない <8.2.11>

せき板の種類　　　※　12mm合板　　・　 <8.2.7>
せき板の塗料　　　※　無　　　　　・　有

※　流込み工法　　・　圧入工法 <8.19.8><8.21.5>

<8.19.2>既存仕上げの撤去範囲　　　※ 図示　　　・　
既存躯体の撤去範囲　　　　※ 図示　　　・　

１．あと施工
　　アンカー

２．あと施工
　　アンカーの
　　試験

３．埋込配管等
　　の探査

※　接着系アンカー　　〔引張耐力　　　（KN），せん断耐力　　　（KN）〕
<8.2.4>

アンカーの種類　※カプセル型回転・打撃式
接着剤　　　　　※ 有機系　　　　　・ 無機系

・　金属系アンカー　　〔引張耐力　　　（KN），せん断耐力　　　（KN）〕
打込み方式　　　※ 本体打込み式改良型

性能確認試験　　　　　※ 行わない　　　　・ 行う <8.2.4>
施工確認試験　　　　　※ 行う　　　　　　・ 行わない <8.11.5>

範囲　　※穿孔箇所すべて　　・図示　　　　　　　　　　　　　　<8.11.2>

１．鉄骨製作工場 ※　指定性能評価機関の性能評価を受けて、国土交通大臣の認定を <8.1.5>
受けた下記のグレード以上の工場

・　Ｓ　　　・　Ｈ　　　・　Ｍ　　　・　Ｒ　　　・　Ｊ
・　本物件と同等規模構造の施工実績を有している工場で、監督職員の承諾

する工場

２．鋼材の種類

３．高力ボルト

<8.2.8><表8.2.7>

<8.2.9>

・SS400　・SSC400　・STK400　・STKR400
・SN400B,C　・SN490B,C　・SM400　・SM490

材　　　　　質 規　　　　　格
JIS表示認証製品

・

※トルシア形高力ボルト
ボルト種別

・ＪＩＳ形高力ボルト
・溶融亜鉛メッキ高力ボルト

セットの種類
・
・
・

※２種(S10T)
※２種(F10T)
※１種(F8T相当)

４．溶接部の試験 ※超音波探傷試験 <8.14.11><8.14.12>

５．錆び止め塗装 <7.3.2～3> による。 <8.16.3>

６．耐火被覆 <8.17.2><8.17.4～7>

・耐火板張り
・耐火材吹付け
・ラス張モルタル

※半乾式　　・湿式

種　　　別 材料及び工法製造所 備　　　考

・耐火材巻付け

建築基準法に基づき定め

受けたもの
られたもの又は認定を

改修標仕6章15節による

７．アンカー
　　ボルト

材質 ※ＳＳ４００ ・ＳＮＲ４００Ｂ (7.2.4)

８．既存部分の
　　撤去

既存仕上げの撤去範囲　　　※ 図示　　　・　
既存躯体の撤去範囲　　　　※ 図示　　　・　

<8.20.2>

既存仕上げの撤去範囲　　　※ 図示　　　・　
既存躯体の撤去範囲　　　　※ 図示　　　・　

１．工　法

２．既存部分の
　　撤去

・　溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法
溶接金網の継ぎ手 ※ 重ね継ぎ手
コンクリート及び構造躯体用のモルタルの打設

・　圧入工法　　・　流し込み工法　
・　鋼板巻き工法
・　帯板巻き付け工法
・　連続繊維補強工法

製造所（ ）
引張強度試験及び付着強度試験

・　行う ・　行わない

<8.21.5>

<8.21.6>
<8.21.6>
<8.21.7>

<8.21.2>

１．スリットの
　　種類

・　完全スリット ・　部分スリット <8.22.1>

２．スリットの
　　充填材

耐火材の使用
適用箇所　　　　　　　※　図示

・　使用する ・　使用しない <8.22.2>

遮音材の使用　　　　　　・　使用する　　　・　使用しない
適用箇所　　　　　　　※　図示

20．畳敷き

21．石こうボード
　　その他ボード
　　張り

24．タイル張り

13．既存部分の

<6.2.2(1)>

<6.2.2(3)>

<6.3.2(1)>

<6.5.1(3)>
<6.5.2(1)><表6.5.2>

<6.5.2(2)><表6.5.3>

ガラスの溝幅については、<図5.13.1>による。ただし強化ガラス、

<9節の場合>
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880*880*13 縁無し

13．ビニル床 JIS A5705のJIS表示認証製品 <6.8.2>
タイル張り

※　コンポジション
ビニル床タイル

・　ホモジニアス
ビニル床タイル

記　　号種　　　類

・　ＦＴ

※　2.0※　300×300

・　300×300
・　450×450

・
・　2.0 ・帯電防止

寸　　法 厚さ(mm) 特殊機能
・帯電防止

・　

・　 ・耐動荷重

・耐動荷重

※　ＫＴ

・　突き付け工法 ・　目透し工法

0.8ＦＫ又は1.0ＦＫ

(吸音材料) ＧＷ－Ｂ

グラスウール
吸音ボード

ガラスクロス

せっこうボード
(せっこうボード製品)

ＧＢ－Ｒ

(吸音材料) ＤＲ

ロックウール
化粧吸音板

※ 内部用
・ 軒天用

(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｓ

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－ＮＣ

シージング
せっこうボード

額縁張り品

(JIS A 3414 
EP18程度)

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)

ＧＢ－Ｄ

木目模様

特殊模様

木目模様
（裏桟付き）

・黄
色　　※白

トラバー
チン模様

天井

普通

壁

天井

壁
天井

壁

天井

立体
模様

・　 6(不燃）
・　12(不燃)

・　12(不燃)
・　12(不燃)
・　15(不燃）
・　19(不燃）
・ 9.5(準不燃）

※　 9(不燃）

※12.5(不燃）
・　15(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
　12.5(準不燃）

　　25(不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(準不燃）

　 9.5(不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）

JIS A 6301
(32K)

JIS A 6301

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

せっこうボードの目地処理 ・　継目処理工法 ※　突き付けＶ目地工法

・　10(不燃)
・　12(不燃)

・　 8(不燃）
・　3(不燃）

一級建築士213675号
２ 　

古川　冨士雄 　

scale date design draw check
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・　超防汚仕様　ｔ-2.0

・　床シート立上げ

・セラール　3×8
（FJC程度）

・ルナライト程度

壁 100×100

A2→1/1
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床仕上げ撤去

凡　例

1080
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タイル撤去建具塗替え（枠とも）器具取外し タイル撤去

洋便器取外しタイル撤去
（設）

トイレブース撤去タイル撤去洋便器取外し

（設）
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器具撤去 タイル撤去
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男子便所 女子便所

SK面台：テラゾー
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塩ビ廻り縁 塩ビ廻り縁

踏込：長尺ビニールシート 踏込：長尺ビニールシート

100角タイル　一部　　　（図示範囲）

面台：テラゾー　

巾木タイル　H＝100　一部　　　（図示範囲）

モザイクタイル

和便器　　　（設）

洋便器　　　（設）

照明器具　　　（設）

100角タイル　一部　　　（図示範囲）
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（設）：機械設備での対応を示す。
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換気扇　　　（設）撤去 換気扇　　　（設）撤去
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撤去 撤去扉 扉
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１ ０ ３日新中学校体育館トイレ改修工事2 5 2 0

△　 ピクトサイン新設

200角

△　 ピクトサイン新設

200角

凡　例
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器具再取付 巾木巻上げ 既設巾木タイルのまま 建具塗替え（枠とも） 巾木巻上げ

トイレブース新設

巾木巻上げ 巾木巻上げ トイレブース新設器具新設

トイレブース新設

トイレブース新設

巾木巻上げ器具新設

タイル張

器具新設 巾木巻上げ手摺新設 器具新設 巾木巻上げ 器具新設

トイレブース新設

面台新設面台新設
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手摺下地補強 手摺下地補強
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タイル張り
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軽量鉄骨W50下地 PB9.5＋耐水PB12.5
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スライドロック仕様
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引手、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ、付属金物一式 木製　250*250*18*R20
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0252
A3→70％縮小
A2→1/50 3 0 1

○その他

○壁掛型

○ローカルアンプ別置

●電灯コンセント設備工事

●1φ2W100V

㎡

○出退表示設備工事

○地中引込

1. 電気設備工事 7.項目別概要 本工事は、下記各項目別概要に従い、確実に施工する。 ＜●印を適用とする＞ 8.主要材料 本工事に使用する主要材料は、下記又は係員が同等品以上と認めたメーカーとする。

2.工事場所
品        名 メ    ー    カ    ー

受電々力 ○特別高圧電力 受信方式
電線・ケーブル ＪＩＳ表示品

3.工事概要 ㎡ 建築面積 ㎡ 延床面積 アンテナ ○ＶＨＦ（○１段・○２段）
電線管及び附属品 ＪＩＳ表示品

主要用途 消防法施行令による区分 別表  第一    （  ）項 ○深夜電力・無 ○有（○高圧・○低圧） 受電々圧  φ  Ｗ      Ｖ ○一般市販品 ○公共住宅用規格品 ○国土交通省型ステンレス製
キュービクル 新愛知 中  立 別  川 尾  関 三  景

引込方式 ○連接引込 附属機器
高・低圧盤 〃 〃 〃 〃 〃 〃

4.建物概要 引込場所 ○建物直接 配線方式 放送設備参照
端子盤 〃 〃 〃 〃 〃 〃

電力計取付場所 ○キュービクル内
建 物 名 称 構  造 階  数 延床面積(㎡) 消防法・令別第一 備    考 高圧遮断器・開閉器 東  芝 三  菱 日  立 新愛知 高  松

変圧器 〃 〃 〃 〃 〃 大  変
テレビカメラ ○白黒 ○固定式 ○リモコン式 ○その他

コンデンサ 〃 〃 〃 〃 指  月 日コン
受電設備型式 ○フレーム式 レンズ ○広角レンズ ○望遠レンズ ○電動ズームレンズ

発電機 〃 〃 〃 〃 ヤンマー 明電舎
主遮断器 ○ＯＣＢ ○ＡＣＢ ○その他 附属機器 ○その他

直流電源装置 〃 〃 〃 〃 湯  浅 日本電池
変圧器等 配線方式

無停電電源装置 〃 〃 〃 〃 〃 〃

一般照明器具 〃 〃 〃 〃 岩  崎
○自家発電設備工事 ○テレビビル陰共聴設備工事

特殊照明器具 別紙姿図記入メーカー
5.一般事項 １）本工事は、下記各事項に従い、確実に施工する。 ＜●印を適用とする＞ 発電々力   φ  Ｗ      Ｖ    Ｈｚ        ＫＶＡ 受信点 ○本工事建物（マスト  ○壁付・○屋上ベース付） ○敷地内ポール ○敷地外

投光照明器具 東  芝 三  菱 日  立 岩  崎
○本特記仕様書 ○設計図書 ○工事請負契約書 発電機型式 ○屋外 ○屋内 ○キュービクル ○オープン式 切替盤（○搭載型・○別置型） 電源引込位置 ○本工事建物 ○敷地外電力会社柱

換気扇 〃 〃 〃 〃 〃
○建築基準法 ○消防法及施行令 ○電気設備技術基準 ○一般型 ○低騒音型 ○低騒音マフラー付 ○寒冷地仕様 ○水冷 ○空冷 アンテナ ○ＢＳパラボラ ○ＶＨＦ（○１段・○２段） ○ＵＨＦ（○１段・○２段）

配線器具 〃 〃 神  保 寺  田
○電力会社内線規程 ○県市町村条例 電話会社規程 ○一般市販品 ○公共住宅用規格品 ○建設省型ステンレス製

舞台照明機器 〃 〃 松  村 丸  茂
○国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 「公共建築工事標準仕様書 ○直流電源設備工事 敷地外配線 ○専用ポール建柱 ○電力柱・電話柱共架 ○軒先連接 ○その他

電話機器 〃 〃 日  立 日本電気 沖 岩  通
（電気設備工事編）」及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）」 電気方式 一次側 ○AC1φ3W200/100V ○AC1φ2W200V ○AC1φ2W100V ○AC3φ3W200V

インターホン機器 〃 〃 アイホン ケアコム 新  星
二次側 ○DC1φ2W100V ○DC1φ2W24V

ナースコール機器 〃 〃 〃 〃 〃
蓄電池種類 ○鉛（○ＨＳ・○ＣＳ・○ＭＳＥ） ○アルカリ（○ＡＨ・○ＡＭＨ） 主装置 ○総合盤組込型

出退表示機器 〃 〃 〃 〃 〃
型式 ○キュービクル式（○高圧盤併設・○単独設置） ○架台設置式 操作部 ○総合盤組込パネル型

投薬表示機器 〃 〃 〃 〃 〃
２）本工事請負業者は、本工事に必要な電力会社並びに所轄官公庁に対する届出及び 用途 ○非常照明用（    分） ○操作用 ○非常照明・操作兼用 入力回路 ○ガス漏れ受信機 ○防犯受信機 ○その他

一般・非常放送機器 〃 〃 ＴＯＡ ビクター ソニー
手続き等を代行し、これに要する諸費用は、全て請負者の負担とする。 出力回路 ○警察署 ○警備保障会社 ○その他

舞台音響機器 〃 〃 〃 〃 〃 ヤマハ
本工事に必要な工事用電力、水などの費用は、全て請負者の負担とする。

視聴覚機器 〃 〃 〃 〃 〃
電気方式 動力 ○3φ3W6,600V ○非常警報設備工事

電気時計機器 〃 〃 セイコー シチズン
３）本設計図は設計の大要を示すもの故、本特記仕様書及び設計図書に示す範囲に於 電灯 ○DC1φ2W100V 受信機 ○Ｋ型受信機 ○非常電源（○内蔵型・○別置型）

テレビ共聴機器 〃 〃 マスプロ 愛  知 日立国際 Ｄ  Ｘ
いて、明記なき部分でも技術上・施工上・工事完成上必要と認められる事項は、 配線方式 ○金属ダクト工事 ○バスダクト工事 発信機等 ○総合函（○埋込・○露出） ○非常電源（○内蔵型・○別置型）

非常通報機器 〃 〃 中  日
係員の指示に従い、異議なくこれを施工する事。  又、万一設計図に質疑のある 附属機器 ○火災感知器 ○住戸音響装置 ○その他

非常警報機器 〃 〃 ノーミ ホーチキ ニッタン 沖
時は、事前に係員と打合せを行いその指示に従う事。 配線方式

火災報知機器 〃 〃 〃 〃 〃 〃

防火戸自動閉鎖機器 〃 〃 〃 〃 〃 〃
４）本工事請負業者は、下記に示す各書類及び図面等を、係員の指示する期日までに 電気方式 電灯照明 ○DC1φ2W100V

ガス漏れ警報機器 〃 〃 〃 〃 〃 〃
速やかに提出し、承認を受けた後施工する事。 コンセント 受信機 ○消火栓連動 ○副受信機    窓

避雷針 大  阪 名古屋 東  京 村  田 ライオン
工事工程表 施工図 メーカーリスト 配線方式 ○ＣＤ管工事

等 ○複合盤（○壁掛・○自立・○総合盤組込）火報  窓・防火戸  窓・ガス漏れ  窓

竣工時提出書類 配線器具 器    具 ○連用 ○非連用 ○ハイ角連用 発信機等 ○個別設置 9.工事区分 本工事における工事区分は下記とするが、各請負業者と打合せ確認の上施工する事。

竣工図 工事写真 竣工写真 プレート ○ホワイトブロンズ ○フルカラー 感知器 ○その他 ＜○印を適用とする＞

絶縁測定結果 照度測定結果 接地抵抗測定結果 照明器具 別紙姿図参照 配線方式
項      目 建  築 電  気 空  調 給排水 別  途 備  考

テレビ電界強度測定結果 等
電力会社外線工事負担金

6.工事項目 本工事は、下記各項目を施工する。 ○防火戸自閉設備工事
テレビビル陰共聴工事

＜工事項目は●印、建物別項目は○印を適用とする＞ ○ＣＤ管工事 受信機 ○火報複合盤 ○単独盤（○壁掛・○総合盤組込）  窓

○フロアーダクト工事（○電話専用・○強電兼用） 自閉装置等 ○防火戸 ○防火シャッター ○防炎垂れ壁 ○防火ダンパー ○その他
建    物    別    及    び    屋    外 躯体貫通スリーブ・仮枠

№ 工  事  項  目 アウトレット 壁面 ○ホワイトブロンズ ○樹脂 ○フルカラー ○その他 配線方式 放送設備参照
同上用鉄筋補強

床面 ○クラゲ型 ○クローバ型 ○フリーアクセス用 ○その他
1

○ガス漏れ警報設備工事
○ 2 自家発電設備 天井・床・壁点検口

ガス種類 ○都市ガス用 ○ＬＰＧ用
3 直流電源設備 設備機器用天井切込加工

交換機 ○ホームテレホン ○ボタン電話 ○デジタル式 ○電子式 受信機 ○火報複合盤 ○単独盤（○壁掛・○総合盤組込）  窓
4 幹線設備 同上用下地補強

回線数 ○局線    ／    回線 ○内線    ／    回線 附属機器 ○感知器（○天井付都市ガス用・○壁付ＬＰＧ用） ○表示灯 ○中継器 ○その他
5 動力設備

電話機 ○卓上型 ○壁掛型 ○ダイヤル式 ○プッシュ式 配線方式 放送設備参照
6 コンセント設備 キュービクル基礎

7 電灯設備 発電機基礎

8 非常照明設備 自立盤基礎
種別 突針 ○ＪＩＳ型 ○建設省型 ○その他 ○銅製クロムメッキ ○銅製金メッキ

9 誘導灯設備 外灯基礎
増幅器 ○デスク型 支持管 ○黄銅管 ○ステンレス管 ○アルミ管 ○白ガス管 ○亜鉛メッキ鋼管 ○その他

○ 10 舞台照明設備 テレビアンテナ基礎
附属機器 ○マイクロホン ○プレーヤ ○カセットレコーダ 引下導線 ○避雷導線 ○鉄筋又は鉄骨利用 ○その他

11 電話配管設備 無線ポール基礎
配線方式 ○ＣＤ管工事 接地極 ○銅板（900×900×1.5t） ○補助接地 ○測定用接地

12 電話機器設備

13 一般放送設備 換気扇及び専用スイッチ

14 非常放送設備 同上用配管配線
配線方式 ○トレンチ内 ○その他

○ 15 議場放送設備
親時計 ○水晶式 ○据置型 ○総合盤組込型 ○プログラムタイマー 地中埋設方式 ○直埋式

○ 16 舞台音響設備 天吊ＦＣスイッチ用配管配線
子時計 ○埋込型 ○壁掛型 ○塔時計 ○スピーカ付 地中埋設深さ

○ 17 視聴覚機器設備 天吊ＡＣスイッチ用配管配線
配線方式 放送設備参照

18 エアコン室内外機間配管配線
○耐震措置

19 インターホン設備
設備機器の固定 次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針

20 ナースコール設備 空調自動制御機器
機器型式 ○集合住宅用 ○夜間受付用 ○その他 （国土交通省国土技術政策研究所）２００５年版」による。

○ 21 出退表示設備 同上二次側配管配線
○DC 設計用水平地震力 機器重量に、下表に示す設計用水平震度を乗じたものとする。

○ 22 投薬表示設備
通話方式 ○相互式 ○交互式 ＜施設区分＞ ○特定の施設 ○一般の施設

23 テレビ共聴設備 各水槽電極及び保持器
配線方式 放送設備参照 ＜重要機器＞ ○配電盤 ○自家発電装置 ○交流無停電電源装置 ○直流電源装置

24 テレビ監視設備 同上用配管配線
○交換機 ○火災報知器受信機 ○中央監視装置

○ 25 テレビビル陰配管設備
＜上層階の定義＞ ２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の

○ 26 テレビビル陰共聴設備 浄化槽盤
親機 ○ボード型 ○卓上型 ○デジタル表示型 ○標準型 局数    ／ 場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４階

○ 27 非常通報配管設備 同上二次側配管配線
子機 ○ユニット型 ○ハンド型 ○アーム型 ○天井マイク・握り押釦型

28 非常通報機器設備 局部震度法による建築設備機器の設計水平震度
附属機器 ○浴室押釦

○ 29 警備保障配管設備 特定の施設（甲類・乙類） 一般施設（乙類） 煙感連動防火戸用保持器
配線方式 放送設備参照 設置場所

○ 30 警備保障機器設備 重要機器・水槽 一般機器・水槽 重要機器・水槽 一般機器・水槽 同上防炎垂れ壁用保持器

○ 31 防災無線配管設備 ２．０ １．５ １．５ １．０ 同上防火シャッター用リレー
上層階、屋上

○ 32 防災無線機器設備 （２．０） （２．０） （２．０） （１．５） 自動閉鎖用煙感知器
表示盤 ○２モード表示 ○４モード表示 ○卓上型 ○壁掛型 ○その他 及び塔屋

33 駐車場官制設備 〈２．０〉 〈１．５〉 〈１．５〉 〈１．０〉 同上用配管配線
操作器 ○個人用（○卓上型・○埋込型） ○卓上型集中操作器

34 １．５ １．０ １．０ ０．６
配線方式 放送設備参照

35 火災報知設備 中間階 （１．５） （１．５） （１．５） （１．０） ＥＬＶ用インターホン機器

36 防火戸自動閉鎖設備 〈１．５〉 〈１．０〉 〈１．０〉 〈０．６〉 同上用配管
○投薬表示設備工事

37 ガス漏れ警報設備 １．０ ０．６ ０．６ ０．４ 同上用配線
表示盤 ○磁気反転式 ○ランプ式 ○壁掛型 ○埋込型 ○吊下型 ○その他

38 避雷針設備 地下階、１階 （１．０） （１．０） （１．０） （０．６）
操作器 ○卓上テンキー式 ○卓上押釦式 ○その他

39 構内配電設備 〈１．５〉 〈１．０〉 〈１．０〉 〈０．６〉
配線方式 放送設備参照

40 構内通信設備
（注）（　）内数値は防振支持の機器の場合に、〈　〉内数値は水槽類に適用する。

○ 41
設計用鉛直地震力 設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

○ 42

● ● ●

● ● ●

● ●

●

○

○

○

工事名称

敷地面積

○屋内

高圧受変電設備

受電々圧 ３ φ ３ Ｗ ６６００Ｖ

●合成樹脂管工事 ●ＰＦ管工事

○樹脂

電池時計設備

 Ｐ型１級  蓄積型

○引込柱

○金属管工事

○亀甲型

-

○

○

操作（○手動・○電動）

○卓上型

○ドアホン ○テレビドアホン

○アンテナ設置（マスト  ○壁付・○屋上ベース付・○屋根馬付）

○ＢＳパラボラ ○ＵＨＦ（○１段・○２段）

○モニター切替器 ○分配器

○壁掛型 ○非常電源内蔵型 ○非常メッセージ装置内蔵

○主装置一体型

○火災報知機

○消防署

○単独盤（○壁掛・○自立・○総合盤組込）

日　東

○

○

○

○非常放送別置

○ラック型

○壁掛型

○その他別紙参照

○ナースコール設備工事

○廊下灯 ○復帰釦 ○トイレ押釦 ○その他別紙参照

○消火栓函組込 ○総合函（○埋込・○露出）

○差動式分布型

○GL-1,200以上

（最新版）

日本建築家協会監修「建築設備工事共通仕様書」（最新版）

機器承諾図

○

○金属管工事

○ケーブル工事（○天井内のみ・○乾式壁内共）

親機（○電話形・○スピーカ形） 子機（○電話形・○スピーカ形） ○AC

○親子式 ○同時式

○管路式（○HIVE・○FEP ・○GP・○ヒューム管・○その他）

○GL-600以上

●

●1φ2W100V

●新金属

配管方式

○ＢＳ放送兼用型 ○一般放送専用型

○標準レンズ

○モニターテレビ

火報４０窓

自動火災報知設備参照

放送設備参照

ＴＶ共聴設備参照

●フルカラー

非常通報設備

○

○

○

○

●

●

○

○

●

○電話機器設備工事

○電話配管設備工事

○合成樹脂管工事 ○ＰＦ管工事

○新金属

○その他

○地域共聴引込

○テレビ監視設備工事

○カラー

○非常通報設備工事

○架空配線

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○高圧電力

受電々圧 1φ 3Ｗ   100Ｖ      φ  Ｗ      Ｖ

○高圧受変電設備工事

○キュービクル

○ＶＣＢ ○ＬＢＳ

変圧器（○油入・○乾式） コンデンサ（○有・○無） リアクトル（○有・○無）

○1φ2W200V

○1φ2W200V

○放送設備工事

○一般放送専用 ○一般非常放送兼用

○総合盤組込型

○その他別紙参照

○合成樹脂管工事 ○ＰＦ管工事

○電池時計設備工事

○インターホン設備工事

○テレビ共聴設備工事

○火災報知設備工事

○差動式スポット型 ○定温式スポット型 ○煙感知器

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

○電力引込設備工事

○低圧電力（○電灯・○動力）

○架空引込

○引込柱設置（以降  ○地中埋設・○架空配線）

○建物外壁

○

○

○屋外

○

○○

○

屋内便所

○幹線動力設備工事

○3φ3W200V

○1φ2W100V

○金属管工事

○ケーブルラック工事

○合成樹脂管工事

○ケーブル配管工事

●ケーブル工事（●天井内のみ・○乾式壁内共）

●金属管工事

○避雷針設備工事

○屋外配線設備工事

○地中埋設

日新中学校体育館トイレ改修工事

日新中学校体育館トイレ改修工事 電気設備特記仕様書

海津市海津町高須531-1

一級建築士213675号

古川　冨士雄
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改修：１階平面図　　　　1/200

６ ７

控室

花壇

A3→70％縮小
2 5 2 0

scale date design draw check

(PL-1)

A2→1/200

221WP

221WP 221WP
221WP

 EM-EEF2.6-3c ×2

二重天井内はｹｰﾌﾞﾙ工事とする。

特記なき配管・配線は下記とする。

露出配管を示す。

隠蔽配線を示す。

3 0

 ｺｱ抜き50φ×1

 ｺｱ抜き50φ×1

 平面詳細図参照

 既設盤内予備MCCB1P1E50AF/20ATを1回路撤去

 既設盤内ｽﾍﾟｰｽにELCB2P1E50AF/20ATを2回路新設

 盤上部にダクトあり

 露出配管(配管塗装)
 EM-EEF2.6-3c ×2 (C31)

 露出配管(配管塗装)
 EM-EEF2.6-3c ×2 (C31)

 露出配管(配管塗装)
 EM-EEF2.6-3c ×2 (C31)

221WP
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS 200×200×100 WP

日新中学校体育館トイレ改修工事 2改修後 1階コンセント設備図
一級建築士213675号

古川　冨士雄
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踏込

男子便所

Ｃ

定格光束：3,200 lm

寸法：幅230×長1250×高50
消費電力：20.3W

LEDﾍﾞｰｽﾗｲﾄ

LSS10-4-30

非調光

色温度：5,000K

電圧：100V～242V

 実線は撤去を示し，点線は残置とする。

FL40W×1 直付

A3→70％縮小
2 5 2 0

scale date design draw check

A2→1/50 3 0

LEDLED LEDLED

男子便所
 2C

日新中学校体育館トイレ改修工事 3改修前後 1階電灯設備平面詳細図
一級建築士213675号

古川　冨士雄
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A3→70％縮小
2 5 2 0

scale date design draw check

A2→1/50 3 0

221WP

ET ET

 立下げはﾒﾀﾙﾓｰﾙB型で保護

 ｺｱ抜き30φ×1

特記なき配管・配線は下記とする。
ET

EM-EEF2.0-3c (PF22)

二重天井内はｹｰﾌﾞﾙ工事とする。点検口 □450 (建築工事)

ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A×1 ET付
221WP

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS 200×200×100 WP

ET ET

日新中学校体育館トイレ改修工事 4改修前後 1階コンセント設備平面詳細図
一級建築士213675号

古川　冨士雄



design

－
A3→70％

scale date draw check
一級建築士213675号

古川　冨士雄
0 1

１．配　管　材　料 （１） 屋内消火栓 一般 ・ 配管用炭素鋼鋼管(白) JIS G 3452
．電源周波数 ・５０Ｈｚ ・６０Ｈｚ なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は、製造者の標準仕様とする。１４

工 事 名 称 地中 ・ 消火用硬質塩化ﾋﾞﾆｰﾙ外面被覆鋼管(SGP-VS)
消

．容量等の表示 （１） 機器類の能力，容量等は表示された数値以上とする。１５ １３．絶縁フランジ 取付箇所は図示による。 （２） 連結送水管 一般 ・

（２） 電動機出力，燃料消費量，圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。 火 地中 ・仕 様 書
１４．保温及び消音内貼り 標準仕様書第２編３．１．４によるほか、下記による。

（３） ・
１６．耐　震　措　置 設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針１９９７年版」 設ＧＷ・還りダクトの保温（厚さ　　　）範囲は（・　　　　　・　　　　　）25mm

Ⅰ．工　事　概　要
により行なう。ただし、設計用地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度ＫＨ（下表中、 ・外気ダクトの保温（厚さ　　　）範囲は（・　　　　　・　　　　　）25mm ＧＷ

備
固定の機器／ 防振支持の機器／ 水槽類）及び設計用鉛直震度ＫＶ（ＫＨ／ ２）を用いて計算する。 ・膨張タ ンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の膨張管の項による。１．工　事　場　所

設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。 ・建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３．１．４の膨張管の項による。
２．建　物　概　要

・特定の施設におけるＫＨ ・空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３．１．５の排水管の項による。
１．機器の寸法 参考寸法とする。○延べ面積 消防法施行令

設置場所 １階の床以下 １階天井～　階の床 　階の天井以上 ・冷媒管の外装の種別は、屋内・外露出(ｽﾃﾝﾚｽ板巻き)､隠蔽部分（ﾋﾞﾆﾙﾃｰﾌﾟ巻き)仕上。建　物　名　称 構　　　造 階　　数 備　　考
厨（㎡） 別表第一

２．燃　　　料 図示による。重要機器 １.０／ １.０／ １.５ １.５／ １.５／ １.５ ２.０／ ２.０／ ２.０
房ＲＣ　造 -

重要以外 ０.６／ １.０／ １.０ １.０／ １.５／ １.０ １.５／ ２.０／ １.５ ● １．ダ　　ク　　ト ・低圧ダクト （ ・コーナーボルト工法（長返の長さが１,５００ｍｍ以下の部分） 機

・一般の施設におけるＫＨ ・アングルフランジ工法）とする。 器・　鋼板製スパイラルダクト（適用範囲は図示による）

換 ・高圧１ダクト（適用範囲は図示による） 設設置場所 １階の床以下 １階天井～　階の床 　階の天井以上

・厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。 備重要機器 ０.６／ １.０／ １.０ １.０／ １.５／ １.０ １.５／ ２.０／ １.５

気１.０／ １.５／ １.０重要以外 ０.４／ ０.６／ ０.６ ０.６／ １.０／ ０.６
３．工　事　種　目（●印を付けたものを適用する）

・重要機器は次のものを示す。 ３１．ガ　ス　種　別 ・都市ガス　　（供給者名： 発熱量　　　　　 ＭＪ／ ｍ　）〇
建物別及び屋外 工　　　事　　　種　　　別 設・給水装置 ・排水装置 ・換気機器 ・空調機器 ・熱源機器 ・液化石油ガス

工　事　種　目 屋　　内 屋　　外 ・防災設備 ・監視制御設備 ・危険物貯蔵装置 ガ
一式 一式 一式 一式 一式 一式 ２．配　管　材　料 都市ガス　　ガス事業者の供給規定による。空気調和設備 備・火を使用する設備 ・避難経路上に設置する機器

一式 一式 一式 一式 一式 一式 液化石油ガス （１） 一般 配管用炭素鋼鋼管（白）換気設備 ス
１７．配　　　　　管 溶接部の非破壊検査 ・不要 ・要（　　　　　　　　　　）一式 一式 一式 一式 一式 一式 （２） 地中 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆鋼管○ 排煙設備

１８ ・不要．地中埋設標等 （１） 地中埋設標 ・要（図示の箇所）(杭製又はﾋﾟﾝ製)一式 一式 一式 一式 一式 一式自動制御設備 設 ・５０ｋｇ ２・　２０ｋｇ３．充　填　容　器 ・　別途（ ）×　　本・ﾊﾞﾙｸﾀﾝｸ
（２） 埋設表示用テープ ・要（排水管を除く） ・不要 ・給水､消火､ｶﾞｽ配管等一式 一式 一式 一式 一式 一式衛生器具設備 ●○●
（３） 配管埋設時には､管保護用砂を周囲に入れた後埋戻しを行うこと。

一式 一式 一式 一式 一式 一式 ４．集　合　装　置 標準図　施工７０による　　　本組。●○ 給水設備● 備
１９．保　　　　　温 標準仕様書第２編によるほか下記による。一式 一式 一式 一式 一式 一式排水設備 ●○●

５．転倒防止等 標準図　施工７１の（ ・（ａ） ・（ｂ） ）による。○(材料はGW保温筒を使用､(尚土間埋設部(給湯管)はﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾎｰﾑ+防水麻布+ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗り仕様とする。) １．ダ　　ク　　ト ・亜鉛鉄板　　一式 一式 一式 一式 一式 一式〇○ 給湯設備
屋外露出部（・給水管　　・消火管　　・給湯管　　・ドレン管　　・　冷媒管　　　　・弁類を含む）・一式 一式 一式 一式 一式 一式 ６．メ　ー　タ 　ー ・親メータ ー　（ ・貸与 品 ・　　　　） ・子メータ ー　（ ・買い取り ・　　　　）〇 消火設備 排 ２．排煙口の形式 ・天井取付 　（ ・スリット形　　・パネル形　）
は、防凍保温(SUS板巻き仕上)を行う。その仕様は標準仕様書第２編３．１．４及び３．１．５とする。一式 一式 一式 一式 一式 一式○ 厨房機器設備 ・壁取付　　 （ ・スリット形　　・　　　　　） ７．ガス漏れ警報器 ・本工事（図示による） ・別途工事煙厚さは、配管の呼び径　　　以下のものは　　　、呼び径　　　以上のものは　　　とする。25t80φ 100φ20t一式 一式 一式 一式 一式 一式〇 ガス設備○

・共同溝、床下ピットの保温は（標準仕様書第２編の施工箇所　　　　　　　　）を適用する。 ３．排煙口手動開放装置 ・ワイヤー式　　・電気式（遠隔操作 ・不要　　・要　）一式 一式 一式 一式 一式 一式 ８．漏洩検知装置 ・要 ・不要し尿浄化槽設備○ 設
・多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿仕様とし、ユニットは含まない） （開放及び復帰方式）一式○ ろ過設備

９．電　気　防　食　 ・要 ・不要備（・浴室　　・脱衣室　　・厨房(処理室含む)　・便所内　　　）一式○ 太陽熱設備 ４．排煙風量測定 建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センタ ー）の排煙風量の検査方法に準ずる。
・屋内露出（・実験室　・　　　　）の保温外装は（・ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　・合成樹脂ｶﾊﾞｰ　・SUS巻き ）とする。一式 １０．引込負担金等 ・要（ ・別途工事 ・本工事　） ・不要○ さく泉工事設備
・耐火二層管の箇所は保温不要。

１．構成その他 図示による。２０．塗　　　　　装 下記の金属配管,金属電線管は塗装を行なう。 ○自
１．仕　　様　　等 図示による。４．指　定　部　分 ・　無　　　・　有（　　　　　　　　　　　　　　） ・屋外露出 し

動
尿

下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。 2．　そ の 他浄５．設　備　概　要 制
化・機械室 ・倉庫 ・電気室 ・自家発室 ・ＥＶ機械室

御 槽
．は　　つ　　り 既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッタ ーを用いる。２１ 設設

備
備２２．電　　線　　類 電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編２．４．１表、４．２．１２による。

（１） 本工事においては、次の電線管（ＥＭケーブル）の規格を追加する。

●○呼　　　称 規　　　　　　　　　　格 １．衛生器具付属水栓 水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。Ⅱ．工　事　仕　様 ○衛ＩＥ電線 ＪＣＳ第４１６号　600V耐熱性ポリエチレン絶縁電線（EM-IC）
・建築係員の指示する場所に､さく泉工事を行うものとする。２．和風大便器耐火カバー ・設ける（ピット内は除く） ・設けない

生ＩＥＣ電線１．共　通　仕　様 ＪＣＳ第４１７号　600V耐熱性架橋ポリエチレン絶縁電線（EM-IC）
・井戸清掃､揚水試験､水質検査等建築係員の指示による。さ器ＥＥケーブル，ＣＥケーブル（１） 特記仕様及び図面に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の機械設備標準仕様書（最新版） ＪＣＳ第４１８号　600V耐熱性ポリエチレンシースケーブル ３ 手洗器は止水栓付とする。
・井戸ピット工事も本工事に含むものとする。く

具機械設備工事標準図（最新版）による。 制御用Ｅケーブル及び機械設備改修工事標準仕様書（最新版）並びに国土交通省官庁営繕部設備課監修の ＪＣＳ第４１９号　制御用耐熱性ポリエチレンシースケーブル
泉

設（２） 設計図書にビニル電線等を使用する旨の記載があるものは、ＥＭケーブルの規格を含むものとする。 工
備（２） 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、 （３） ＥＭケーブルの電線の色別は、原則として国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の電気設備工事 事

下記の工事仕様は適用しない。なお、電気設備工事の工事仕様は、（　／ 　）図、建築工事の工事仕様は 標準仕様書（最新版）による。

○●（　／ 　）図による。 １．配　管　材　料 （１） 給水引込管（本管～量水器）水道事業者の指定による（　　　　　　　　　　）
．天井仕上区分 （　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。２３

２．特　記　仕　様 ・ 水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(1種)
*　設備機材等メーカーリスト表（参考）給（１） 章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。 ．施工図等の取扱い 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。 （２） 地中埋設配管２４ ・ 屋外埋設部　・　耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）

屋内埋設部　・　耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）・○（２） 特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものを適用し、・印の付いたものは適用しない。
．吊り及び支持金物 （・槽内　・　　　）の吊り金物・支持金物類は、ステンレス鋼製（ＳＵＳ３０４）とする。２５ 屋外 ・ 水道用硬質塩化ビニル管（SGP-VD）(ｺﾝｸﾘｰﾄ埋設部) 本工事に使用する下記の設備機材等は、この表によるも同等品以上とする。水

（３） その他の一般配管 ・ 水道用硬質塩化ビニル管（SGP-VB）２６．施　工　調　査 ・下記によるほか、改修標準仕様書第１編１．５．１及び１．５．２による。
(ｲﾝﾍﾟｲ･ﾛｼﾂ部) 品　　　　　目 機　　材　　名 適　用　範　囲 製造業者等名・ 水道用硬質塩化ビニル管（SGP-VD）(ｺﾝｸﾘｰﾄ埋設部)設事前調査章 項　　　目 特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

（４） ユニットトイレ内配管 ・ 別紙図示参照調査項目 ・給水管･排水管 等 エ ア コ ン 類 空冷式ヒートポンプ ダイキン・日　立
２．水　　　　　栓 ・ｽﾃﾝﾚｽ流し用の水栓は泡沫式とする。備調査範囲 ・図示 ・● １．機　　材　　等 本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、同等のものとする。 三　菱

・水抜栓を使用する場合、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。但し、屋内は固定こま式とする。調査方法 ・図示 ・ただし、同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。 暖 房 機
３．量　　水　　器 ・ 親メータ ー　（・貸与 品 ・　　　　） ・子メータ ー　（ ・買い取り ・　　　　）一

．試　　　　　験 （１） 各種配管の試験は、新設配管に適用する。２７ 換　気　機　器 天井扇，レンジフード，換気扇 松　　下２．主任技術者等 下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

（２） 新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。 ４．量　水　器　桝 ・ 水道事業者指定品　（ ・貸与 品 ・買い取り　） ・標準図ＭＣ形・資格の区分Ⅰ 全熱交換器､中間ﾌｧﾝ､ｼﾘﾝｸﾞﾌｧﾝ 三　　菱般
・　量水器桝及び弁桝のコンクリート部は、工場製品としてもよい。（イ）建設業法（昭和２４年法律第１００号）による技術検定（以下「技術検定」という。） 給排気ｸﾞﾘﾙ 東　　芝

１．設計用温湿度 屋　　　　　　　　　　内のうち、１級の管工事施工管理の検定種目に合格した者。 外　　気 ５．弁　　　　　類 ＪＩＳまたはＪＶ ・水道直結･井水部分　・１０Ｋ ＴＯＴＯ共 衛　生　器　具 衛生陶器，水栓等
空 一般系統（ロ）技術士法（昭和５８年法律第２５号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門 ・その他の部分　 ・５Ｋ ・１０Ｋ

（ＤＢ）温度 湿度 温度 湿度 温度 湿度 温度 湿度（ＤＢ） （ＲＨ）（ＲＨ） （ＤＢ） （ＲＨ） （ＤＢ） （ＲＨ）（選択科目を「流体機械」又は、「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、 ・　弁類は､管端ｺｱ付又はライニング弁を使用する。通
℃36.2 26～28気 夏　期 ℃ ％ － ％ ℃ － ％ ℃ ％ ・　逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。水道部門又は、衛生工学部門に合格した者。

0.0冬　期 ℃ ％ － ％ ℃ － ％ ℃ ％20～22 ℃ ６．水　　栓　　柱 ・ 合成樹脂製 ・アルミニウム合金製 ・人造石研ぎ出し製 ・ステンレス製 排　水　金　物　類 床掃除口　　床排水 小 島 ﾀﾞｲﾄﾞﾚ・資格の区分Ⅱ
事

調 長 谷 川ｵｵﾀｹﾌｧﾝﾄﾞﾘｰ（イ）技術検定のうち、１級又は２級の管工事施工管理の検定種目に合格した者。 ２．煙　　　　導 伸縮継手，掃除口及び煤塵量測定口の位置は、図示による。 ７．管の埋設深さ 管の上端より原則として、一般敷地は（ ・　６０ｃｍ　・　３０ｃｍ ・　　　　ｃｍ）　構内道路は（
（ロ）資格の区分Ⅰの資格を有する者。 ・　　ｃｍ）　以上とする。項

３．ダ　　ク　　ト ・低圧ダクト　（ ・コーナーボルト工法（長辺の長さが　　　　　以下の部分）　・ ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ和 1,500 mm
屋 内 消 火 栓 立売掘製作所屋内消火栓箱類３．電気保安技術者 ・適用する ・適用しない ・アングルフランジ工法）とする。

横 井 製 作 所設 ・高圧１ダクト（適用範囲は図示による）とする。４．技能士の適用 ・配管施工（配管工事） ・建築板金施工（ダクト製作および取付）
そ の 他

・熱絶縁施工（保温工事） ４．風量測定口 取付箇所は図示による。
備 給 湯 機 類 ﾉ ｰ ﾘ ﾂ・冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の据付） ９．建物導入部配管 標準図　施工４の　Ｃ　による。

５．チャンバー （１） 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
ﾘ ﾝ ﾅ ｲ

５．監督員事務所 ・設けない ・設ける （２） 空気調和機，温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー，レターンチャンバー及び ･　尚引込み工事費は本工事に含むものとする。．引込納付金等 ・要（ ・別途費用 ・本工事　） ・不要１０
ﾊ ﾟ ｰ ﾊ ﾟ ｽ

風道系で消音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。６．工事用電力･水･その他 この工事に必要な工事用電力，水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。
○● ポ ン プ 類（３） ガラリに直接取り付けるチャンバー類は、雨水の滞留のないように施工する。 川本ポンプ１．配　管　材　料 （１） 屋　　内 汚水管 ・ 硬質塩化ビニル管（ＶＰ）・耐火二層管(VP)

(40～100φの立管･主管･図示箇所)７．工事用仮設物 構内につくることが ・できる ・できない 雑雨水管 ・ 硬質塩化ビニル管（ＶＰ）・ 荏原製作所
６．ダ　ン　パ　ー （１） 防煙ダンパー 復帰方式（・遠隔　・　　　　　）

排 ﾃﾗﾙｷｮｸﾄ通気管 ・ 硬質塩化ビニル管（ＶＰ） ・ (一部)耐火二層管(VP)８．足場・さん橋類 ・別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。 定格出力は　　　　　　　　　　以下とする。ＤＣ２４Ｖ,０.７Ａ
硬質塩化ビニル管（ＶＰ）その他 ・・本工事で設置とする。 タ ン ク 類（２） ピストンダンパー 復帰方式（・遠隔　・　　　　　） 森松工業

水 （２） 屋　　外 ・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管・改修共通仕様書第１編２．２．１によるほか、下記による。
ベルテクノ

７．配　管　材　料 （１） 冷温水管 ・ 硬質塩化ビニル管（ＶＰ）・・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）
設（２） 冷却水管 （３） ユニットトイレ内配管 ・ 別紙図示参照 弁 類 規 格 品・・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

２．洗面器等の排水管 洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。（３） 油　　管 ・ 配管用炭素鋼鋼管(GSP(黒))-屋外（塗装仕上げ）・ 外面被覆鋼管(埋設部)
台所流し等の床上部分の配管は、硬質塩化ビニル管（ＶＰ）でもよい。９．残　土　処　分 ・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。 備（４） 冷媒管 ・ 冷媒用被覆(ｶﾞｽ管-20t・液管-10ｔ)銅管

配 管 類 規 格 品・現場説明書による。 ・場外処分による。 ・ 配管用炭素鋼鋼管(GSP(白))-屋外（５） ドレン管 ・ 硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VP）-屋内 ３．満水試験継手 図示の箇所に取り付ける。

（６） 膨張管，空気抜き管，ドレン管及び膨張タ ンクよりボイラー等への補給水槽１０．埋戻し土・盛土 ・根切り土の中の良質土（但し、コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類） ・ 川 又は､山砂の類 ４．インバート桝ため桝 ・　小口径塩ビ製汚水ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝､塩ビ製雨水桝　又は､ｺﾝｺﾘｰﾄ製とし工場製品としてもよい。
ダ ク ト 規 格 品

８．弁　　　　　類 ＪＩＳ又はＪＶ　　（ ・５Ｋ　　・１０Ｋ（図示部分））１１．工　事　写　真 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真 の撮り方（改第２訂版）建築設備編」による。 ５．放流納付金等 ・要（ ・別途工事 ・本工事　） ・不要
・鋼管用伸縮管継手の種類は、図示による。

１２．案　　内　　板 機器等の取り扱い方、及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設ける。
〇９．温　　度　　計 取付箇所は図示による。 １．配　管　材　料 ・ 水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管 ・ 銅　管（Ｌ）　 ・ 被覆銅管（Ｌ）案内板の大きさは、約　　㎡とする。
給

・ 一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼鋼管(SUS 304)
１０．圧　　力　　計 取付箇所は図示による。１３．総　合　調　整 ・本工事（調整項目は下記のものとする。） 湯

２．絶縁フランジ 図示の箇所に取り付ける。・風量調整 ・水量調整 ・室内外空気の温湿度の測定 設１１．瞬間流量計 コック付とし、取付箇所は図示による。

・室内気流及び塵埃の測定 ・騒音の測定 備１２．油面制御装置 制御盤には（・給油ポンプ制御 ・満油警報 ・遠隔警報 ・電磁弁制御 ・返油ポンプ制御・減油警報） ３．弁　　　　　類 ＪＩＳまたはＪＶ　（ ・５Ｋ ・１０Ｋ （図示部分））
の端子を設ける。・別途とする。

〇

〇

〇

〇

４

．洗　　面　　器

．　そ　の　他 ・和風便器を洋風便器に取替え工事一式を行う。

・屋内運動場棟 のトイレ改修工事一式を行う。

中 学校 (屋 内運 動場 ) ２

●

● ●

・（　　　　　　　　）の屋内露出便所通気管(VP)

２．風量測定口 取付箇所は図示による。

３．ダ　ン　パ　ー 空気調和設備の当該項目による。

４ 浴室（シャワー室，脱衣室を含む）系統。

５．チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

６．保　　　　　温 標準仕様書第２編３．１．４によるほか、下記のダクトの保温を行う。

・全熱交換ユニット用のダクト（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

（・厨房　・湯沸室　）用の隠蔽ダクト（仕様はｈ・（イ）・Ⅶ）とし、範囲は図示による。

そ　の　他７ ・既設の換気扇の取り替え工事を行う。

ＬＩＸＩＬ

●

２．保　　　　　温 屋外露出配管は、標準仕様書第２編３．１．５．ｅ3　・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。

但し、防凍保温は共通事項による。 ・ 埋設部以外保温施工

特 記 仕 様 書

日新中学校体育館トイレ 改修工事 (機械 設備）

＊ 岐阜県 海津市  海津町高須 531-1

●

２５ ２０ 日新中学校体育館トイレ改修工事 A2→1/1

８．保　　　　　温 標準仕様書第２編３．１．５によるほか、下記の機器の保温を行う。

・鋼板製高置タ ンクの保温

・鋼板製受水タ ンクの保温

・ 便所改修に伴い既設露出配管の保温改修を行う。(GW20t 保温筒+鉄線+合成樹脂ｶﾊﾞｰ2 仕上げ施工)

・ 便所改修に伴い既設露出配管の保温改修を行う。(GW20t 保温筒+鉄線+合成樹脂ｶﾊﾞｰ2 仕上げ施工)
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FL+2.0mhで切断(3箇所共)

＊FL+0.5mhまで保温材撤去 ＊FL+0.5mhまで保温補修

20 20

給水管 (ﾛｼﾂ･ｲﾝﾍﾟｲ･暗渠 (SGP-PB)

既設配管切断箇所

通気管（VP)

汚水管（VP)

雑排水管（VP)

◆

既設配管撤去箇所

凡例（改修前）

　 腰掛式(C-21)､節水形ﾌﾗｯｼｭ弁､暖房便座､棚付二連式紙巻器､ 等含む。

器 具 名 称

(男女共)

室　　名

便　　所

品　　番

洋風便器

洋風便器

数量
女子男子

１

１

２ ２

２２

１ １

１１

１

１

２ ２

５小 便 器

掃除流し

洗 面 器

和風便器

L-507(はめ込み丸形)、水栓､排水金具 等含む。

同上ｶｳﾝﾀｰ ﾏｰﾌﾞﾗｲﾄｶｳﾝﾀｰ、1500Lx600D

化 粧 鏡 350x450h

同上手すり

KF-1 換 気 扇

体育館便所 既設 器具表

　床置ﾀﾝｸ密結形防露便器(手洗無し)､暖房便座､棚付二連式､紙巻器、等含む。

※ 便器撤去処分（便座･紙巻器共)

※ 取外し再使用　Ｌ形(SUS製樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ)寸法 700Lx700hx90D

※ 便器取外し再使用(便座･紙巻器共)

※ 部分改修（C-375V､ﾌﾗｯｼｭ弁）　＊ﾌﾗｯｼｭ弁､紙巻器 撤去処分

※ 撤去処分（U-307(床置ｽﾄｰﾙ形)､ﾌﾗｯｼｭ弁 等含む。）

※ 取外し再使用（SK22A､水栓､排水金具(S形) 等含む｡）

＊ 現況のまま

＊ 現況のまま

＊ 現況のまま

※ 撤去処分(ﾌｰﾄﾞ共)（羽径 200φ　1φ100v用） ※ 撤去処分

＊注記、男女手洗い部分を除き全面改修

器 具 名 称 品　　番

(男女共)

室　　名

便　　所 洋風便器

数量
女子男子

小 便 器

１

５

洋風便器

同上手すり 新設　Ｌ形(SUS製樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ)寸法 700Lx700hx90D

同上手すり

同上手すり 新設　SUS製樹脂被覆ﾀｲﾌﾟ　寸法 ≒600Wx470hx550D

掃除流し

３ ２

３ ２

１

１

換 気 扇 １ １FE-1 新設　壁取付形　羽径 200φ(電気式ｼｬﾔｯﾀｰ式) 風量 480m3/h　1φ100v用

体育館便所 既設・新設 器具表

１

＊既設品 再取付け（暖房便座、SUS製棚付2連紙巻器 等含む。）

新設(部分改修)　ﾌﾗｯｼｭﾀﾝｸ式便器(床給水排水)CFS498BMT､洗浄便座((TCF589AU)･暖房

　　　　　　　　・脱臭・擬音装置 付)､棚付2連紙巻器(YH702)､ 等一式含む。

＊既設品 再取付け

＊既設品 再取付け(水栓･排水金具 共)

＊注記、男女手洗い部分を除き全面改修

新設　床置ｽﾄｰﾙ形(UFH507CR)､ﾌﾗｯｼｭ弁((TEA62ADS)乾電池ｾﾝｻｰ式)､洗浄管 等含む。

※ 清掃含む。

※ 清掃含む。

新設給水管(ﾛｼﾂ･ｲﾝﾍﾟｲ･暗渠(SGP-VB)

新 設 汚 水 管

既設 給水管･排水､雑排水管･通気管

新設･既設配管接続箇所
★

凡例（改修後）

斫り 補修箇所

ｷｬｯﾌﾟ取付け箇所

▲

既設(和便)･新設(洋便)便器取付け詳細参考図

新設洋風便器

既設改修和風便器

既設WCｽﾗﾌﾞ

間仕切りﾌﾞｰｽ

既設排水管再使用

既設便器内ﾓﾙﾀﾙ充填

ﾘﾓﾃﾞﾙ用排水管

床仕上げ撤去

凡　例(建築) 凡　例（建築）

床仕上げ新設（通路長尺ビニールシート）

　　　・附属品(面格子､ｼｬｯﾀｰ､SUS製屋外ﾌｰﾄﾞ(防鳥網付) 等）含む。

　　　＊取付け枠は既設再使用
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